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韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

崔

達

坤

一
、
は
じ
め
に

　
昨
年
末
、
一
九
七
七
年
二
一
月
三
一
目
、
韓
国
家
族
法
の
一
部
が
改
正

公
布
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
法
の
正
確
な
名
称
は
「
民
法
中
改
正
法
律
」
と

い
い
、
公
布
一
年
後
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
度
の
こ
の
改
正
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
法
を
民
主
化
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の

目
的
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
特
別
な
意
義
は
次
の
ふ
た
つ
の
点
に
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
も
っ
と
も
保
守
的
で
あ
る
韓
国
家

族
法
が
そ
の
一
部
で
は
あ
っ
て
も
改
正
で
き
た
と
い
う
点
、
ま
た
ひ
と
つ

は
そ
の
改
正
の
動
機
が
お
も
に
女
性
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た

と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
改
正
案
は
国
会
の
法
制
小
委
員
会
に

よ
っ
て
作
成
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
女
性
団
体
案
と
直
接
的
関
係

韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
改
正
案
の
原
案
が
女
性
団
体
の
案

で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
後
者
の
よ
う
な
結
論
を
う
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
と
に
か
く
今
度
の
改
正
が
よ
く
で
き
た
も
の
か
、
ま
た
条
文
間
に
矛
盾

が
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
今
後
十
分
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
が
、
改
正
法
が
意
図
し
た
そ
の
程
度
で
、
一
応
韓
国
家
族
法
が
民
主

化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
筆
者
は
今
度
の
こ
の
改
正
を
よ
り
よ
く
把
握
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

順
序
で
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
最
初
に
韓
国
家
族
法
の
特
色
を
簡

単
に
説
明
す
る
。
韓
国
家
族
法
の
特
色
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
探

っ
て
見
れ
ば
法
改
正
の
理
由
が
あ
き
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
改

正
法
通
過
の
時
ま
で
の
間
の
家
族
法
改
正
運
動
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
を
通

一
〇
三



韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

じ
て
改
正
の
焦
点
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
三

つ
め
に
改
正
法
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
こ
の
改

正
法
が
も
つ
韓
国
内
で
の
位
置
を
検
討
す
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ

れ
は
家
族
法
の
全
面
改
正
問
題
ま
た
は
再
改
正
問
題
を
予
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
韓
国
家
族
法
の
構
造
と
特
色

0
、
構
　
造

　
韓
国
家
族
法
と
は
ふ
つ
う
民
法
典
第
四
編
親
族
法
と
第
五
編
相
続
法
を

意
味
す
る
。
こ
れ
を
内
容
的
に
み
れ
ば
、
親
族
法
は
家
族
法
（
戸
主
と
家

族
関
係
を
規
律
す
る
狭
義
の
）
、
婚
姻
法
、
親
子
法
、
狭
義
の
親
族
法
（
夫

婦
関
係
と
父
母
・
未
成
年
子
女
関
係
を
の
ぞ
い
た
親
族
関
係
を
規
律
す

る
）
の
四
箇
の
小
家
族
法
に
わ
け
ら
れ
、
相
続
法
に
は
財
産
相
続
と
遺
言

の
ほ
か
戸
主
相
続
の
一
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

⇔
、
特
　
色

　
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
現
行
韓
国
家
族
法
は
、
民
主
主
義
的
小
家
族
制

度
の
原
理
と
儒
教
的
大
家
族
制
度
の
原
理
に
よ
る
複
合
的
性
格
を
も
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
複
合
的
性
格
は
、
東
洋
社
会
に
属
す
る
国
家
に
多
か

れ
少
な
か
れ
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
現
象
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
韓
国

家
族
法
の
特
色
で
あ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
韓
国
に
は
特
に

大
家
族
制
度
的
原
理
が
強
く
残
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
謂
る
韓
国
法
の
特
色

一
〇
四

と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
大
家
族
制
度
の
原
理
は
、
実
に
韓

国
家
族
法
の
全
分
野
に
わ
た
っ
て
作
用
し
て
い
る
。
韓
国
法
の
理
解
の
た

め
、
そ
の
う
ち
お
も
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が

　
　
（
1
）

で
き
る
。

ω
　
家
族
制
度
存
置
の
た
め
の
諸
規
定

　
身
分
行
為
に
と
も
な
う
複
雑
な
家
籍
変
動
（
韓
国
民
法
七
八
O
条
以
下

－
以
下
の
条
文
は
韓
国
民
法
を
意
味
す
る
）

　
特
殊
形
式
の
婚
姻
（
た
と
え
ば
入
夫
婚
姻
、
婿
養
子
婚
姻
）
の
認
定

（
八
二
六
条
三
項
但
書
、
八
七
六
条
）

　
死
後
養
子
と
い
う
異
例
な
養
子
縁
組
形
式
の
認
定
（
八
六
七
条
以
下
）

　
異
姓
養
子
に
対
す
る
戸
主
相
続
の
不
認
定
（
八
七
七
条
二
項
）

　
同
一
家
籍
い
か
ん
に
よ
る
親
権
の
認
定
ま
た
は
不
認
定
（
九
〇
九
条
）

　
財
産
関
係
に
お
け
る
戸
主
の
諸
種
の
特
権
の
認
定
（
七
九
六
条
二
項
、

九
九
六
条
、
一
〇
〇
九
条
一
項
但
書
）

②
　
家
族
団
体
強
固
の
た
め
の
諸
規
定

　
一
定
家
族
の
移
籍
行
為
に
お
け
る
戸
主
ま
た
は
父
の
同
意
権
の
認
定

（
七
八
四
・
七
八
五
条
）

　
戸
主
ま
た
は
推
定
戸
主
相
続
人
の
去
家
禁
止
の
原
則
（
七
八
八
条
一
項

但
書
、
七
九
〇
条
、
七
九
三
条
）



　
戸
主
と
家
族
間
の
扶
養
義
務
（
七
九
七
条
、
七
九
四
条
二
号
）

　
家
族
に
対
す
る
戸
主
の
居
所
指
定
権
（
七
九
八
条
）

　
一
定
成
年
子
女
の
婚
姻
ま
た
は
す
べ
て
の
子
女
の
養
子
縁
組
に
対
す
る

父
母
の
同
意
権
（
八
○
八
条
一
項
、
八
七
〇
条
一
項
）

　
戸
主
権
の
放
棄
禁
止
（
九
九
一
条
）

③
　
男
系
優
位
維
持
の
た
め
の
諸
規
定

　
親
族
範
囲
を
認
め
る
場
合
、
父
族
と
母
族
、
夫
族
と
妻
族
に
よ
る
顕
著

な
差
異
の
認
定
（
七
七
七
条
）

　
夫
の
血
族
で
な
い
妻
の
直
系
卑
属
の
夫
家
入
籍
に
関
す
る
き
び
し
い
干

渉
（
七
八
四
条
）

　
婚
姻
生
活
関
係
に
お
け
る
男
女
間
の
財
産
上
身
分
上
の
差
異
ー
婚
姻

生
活
の
場
所
は
夫
の
住
所
で
あ
る
こ
と
（
八
二
六
条
二
項
）
、
妻
の
夫
家

へ
の
入
籍
（
同
条
三
項
）
、
帰
属
不
明
財
産
の
夫
所
有
推
定
（
八
三
〇
条

二
項
）

　
母
の
親
権
の
二
次
的
性
質
（
九
〇
九
条
一
、
二
項
）

　
戸
主
相
続
順
位
に
お
け
る
男
子
優
位
の
絶
対
（
九
八
四
条
）

　
相
続
分
に
お
け
る
男
女
間
の
差
異
（
一
〇
〇
九
条
）

　
以
上
の
諸
規
定
は
韓
国
家
族
法
が
ど
の
程
度
大
家
族
制
度
的
原
理
を
内

包
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
か
ら
察
し
て
韓
国
法
が
ど
の
程
度
保
守
的
か
つ

韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

不
合
理
で
あ
る
か
を
示
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
改
正
法
成
立
ま
で
の
家
族
法
改
正
の
動
向

O
、
家
族
法
学
会

　
一
九
六
〇
年
以
来
施
行
さ
れ
て
き
た
韓
国
家
族
法
に
対
し
て
は
、
条
文

間
の
論
理
上
の
矛
盾
、
法
典
の
後
進
性
、
保
守
性
の
た
め
、
大
部
分
の
家

族
法
学
者
が
そ
の
改
正
を
要
求
す
る
批
判
と
理
論
を
展
開
し
て
ぎ
た
の
で

あ
る
が
、
特
に
法
の
後
進
性
と
保
守
性
の
是
正
に
対
し
て
は
力
を
そ
そ
い

で
い
た
。

　
し
か
L
こ
の
よ
う
な
か
れ
ら
の
意
見
も
法
改
正
の
範
囲
と
時
期
に
関
し

て
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
の
意
見
を
総
合
し
て
み
れ

ば
、
お
よ
そ
漸
進
的
改
革
論
と
全
面
的
改
革
論
の
二
つ
に
わ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
前
者
の
理
論
的
基
盤
は
、
韓
国
社
会
の
伝
統
性
と
特
殊
性
に
よ

り
多
い
比
重
を
お
き
、
法
の
民
主
化
と
法
の
合
理
化
と
の
間
に
相
当
な
差

異
を
認
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
民
主
化
と
合
理
化

の
間
に
殆
ん
ど
差
異
を
認
め
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
民
主
化
」
旺
「
合
理
化
」

と
い
う
考
え
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
面
的
改
革
論
に
は
現
役

の
若
い
家
族
法
学
者
が
参
加
し
て
表
面
的
に
は
そ
の
活
動
が
は
な
は
だ
活

澄
で
あ
っ
た
が
、
漸
進
的
改
革
を
主
張
す
る
者
も
ま
た
実
務
界
の
保
守
勢

力
の
支
持
に
よ
り
、
前
者
に
お
と
ら
ぬ
勢
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。

一
〇
五



韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
六

　
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
改
革
論
の
ほ
か
に
も
改
革
自
体
に
全
面
反
対
す
る
反

対
論
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
主
張
は
、
法
学
界
に
お
い
て
さ
ほ
ど
大
き

く
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
。

ω
、
女
性
団
体
協
議
会

　
学
界
の
こ
の
よ
う
な
絶
え
ざ
る
改
革
要
求
に
乗
っ
て
、
女
性
団
体
が
彼

女
ら
の
権
益
向
上
の
た
め
、
家
族
法
の
改
正
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

彼
女
ら
の
要
求
は
従
来
の
消
極
的
な
理
論
闘
争
で
は
な
く
、
積
極
的
な
実

践
活
動
に
お
い
て
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
七
六
年
は
ち
ょ
う
ど
「
世
界
女
性
の
年
」
で
あ
り
、
こ
の
協
議
会

は
そ
れ
を
記
念
す
る
最
大
の
イ
シ
ュ
ウ
と
し
て
家
族
法
改
正
運
動
に
着
手

し
、
こ
の
事
業
の
推
進
を
専
担
す
る
機
構
と
し
て
「
汎
女
性
・
家
族
法
改

正
促
進
会
」
を
そ
の
傘
下
に
お
い
た
。

　
こ
の
促
進
会
は
、
家
族
法
学
者
の
中
の
全
面
的
改
革
論
者
の
積
極
的
参

与
を
得
て
、
一
九
七
四
年
八
月
に
「
民
法
第
四
編
親
族
・
第
五
編
相
続
改

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

正
法
案
お
よ
び
理
由
書
」
を
採
択
し
、
翌
年
一
九
七
五
年
一
一
月
一
四
日

　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
は
李
淑
鐘
議
員
ほ
か
一
九
人
の
名
義
で
国
会
に
提
出
し
た
。
同
促
進
会

は
、
改
正
案
採
択
後
あ
る
い
は
改
正
案
の
国
会
提
出
前
後
に
、
講
義
、
講

演
、
説
得
等
を
通
じ
、
こ
の
法
案
の
国
会
通
過
の
た
め
全
力
投
球
し
た
の

で
あ
る
。

四
、

汎
女
性
・
家
族
法
改
正
促
進
会
の

「
民
法
第
四
編
親
族
・
第
五
編
相
続
改
正
案
」

e
、
同
改
正
案
の
基
本
理
念

　
同
促
進
会
が
提
げ
る
提
案
理
由
は
、
提
案
理
由
書
序
文
が
あ
ら
わ
し
て

い
る
よ
う
に
、
「
家
族
法
改
正
を
通
じ
た
新
し
い
社
会
良
俗
と
発
展
的
な

倫
理
の
摸
索
」
に
あ
る
。
同
会
は
こ
の
命
題
を
実
現
す
る
た
め
の
家
族
法

改
正
の
基
本
理
念
と
し
て
、
①
人
間
平
等
原
則
の
実
現
と
非
合
理
性
の
除

去
、
②
韓
国
固
有
の
社
会
価
値
観
の
再
構
成
、
③
国
民
権
利
の
拡
大
、
と

い
う
三
っ
を
あ
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
同
会
の
設
け
た
各
改
正
条
項
が
、
み
な
こ
の
基
本
理
念
と
合

致
し
て
い
る
か
否
か
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
同
会

は
、
「
韓
国
固
有
の
社
会
価
値
観
の
再
構
成
」
と
い
う
基
本
理
念
を
通
じ

て
、
改
正
条
項
と
韓
国
伝
来
の
家
族
制
度
と
の
調
和
を
試
み
よ
う
と
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
条
項
の
内
容

に
は
、
調
和
を
欠
い
た
極
端
な
面
が
は
な
は
だ
多
い
と
い
う
批
判
を
う
け

　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
き
た
の
で
あ
る
。

⇔
、
同
改
正
案
の
内
容

　
こ
の
改
正
案
は
韓
国
家
族
法
全
般
に
わ
た
っ
た
改
革
を
要
求
し
て
お

り
、
そ
の
条
項
数
は
七
七
箇
条
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
改
正
案
は
結
局
国

会
で
廃
棄
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
般
通
過
し
た
新
ら
た
な
改
正
案
の



原
案
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
そ
の
有
す
る
意
義
に
は
は
な
は
だ
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
促
進
会
の
改
正
案
中
、
お
も
な
も
の
を
あ
げ

れ
ぽ
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
親
族
範
囲
か
ら
の
配
偶
者
の
削
除

　
姉
妹
の
直
系
卑
属
を
血
族
に
含
め
る
こ
と

　
嫡
母
庶
子
関
係
と
継
母
子
（
継
母
と
先
妻
の
子
）
関
係
を
姻
戚
関
係
に

す
る
こ
と

　
親
族
範
囲
を
、
父
系
血
族
と
母
系
血
族
に
お
い
て
は
と
も
に
四
親
等
以

内
に
、
姻
戚
に
お
い
て
は
三
身
等
以
内
に
縮
小
調
整
す
る
こ
と
。

　
戸
主
制
度
の
全
面
廃
止
、
し
た
が
っ
て
戸
主
制
度
と
戸
主
相
続
制
度
に

関
す
る
全
規
定
を
削
除
す
る
こ
と

　
父
母
の
婚
姻
同
意
年
齢
を
未
成
年
者
に
限
定
す
る
こ
と

　
同
姓
同
本
間
の
婚
姻
禁
止
制
度
を
廃
止
し
て
、
①
父
系
八
親
等
、
母
系

四
親
等
の
者
の
間
と
、
②
直
系
姻
戚
間
ま
た
は
姻
戚
で
あ
っ
た
者
と
の
間

に
限
り
禁
婚
す
る
こ
と

　
夫
婦
の
同
居
場
所
規
定
と
夫
婦
の
入
籍
規
定
の
削
除

　
成
年
擬
制
制
度
の
新
設

　
帰
属
不
明
財
産
の
夫
婦
共
有
推
定

　
婚
姻
生
活
費
の
夫
婦
共
同
負
担

　
協
議
離
婚
に
家
庭
法
院
の
確
認
を
必
要
と
す
る
こ
と

韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
離
婚
配
偶
者
に
財
産
分
与
請
求
権
を
認
定
す
る
こ
と
、

　
家
の
た
め
の
す
べ
て
の
養
子
規
定
を
廃
止
、
し
た
が
っ
て
死
後
養
子
制

度
と
婿
養
子
制
度
を
廃
止
し
、
戸
主
の
直
系
卑
属
長
男
子
の
養
子
禁
止
規

定
も
削
除

　
養
子
は
養
父
の
姓
に
従
う
と
い
う
姓
規
定
の
新
設
（
現
行
法
は
こ
の
場

合
も
姓
不
変
の
原
則
を
固
守
）

　
父
母
共
同
親
権
の
認
定

　
財
産
相
続
制
度
の
合
理
化
、
す
な
わ
ち
、
①
相
続
人
の
範
囲
を
四
親
等

以
内
に
縮
小
し
、
②
男
女
間
の
相
続
分
を
平
等
化
す
る
こ
と

　
遺
留
分
制
度
の
新
設

㊧
、
同
改
正
案
に
対
す
る
批
判
と
反
対
勢
力

　
こ
の
よ
う
に
こ
の
改
正
案
は
韓
国
家
族
法
の
全
面
的
ま
た
根
本
的
改
革

を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
急
進
的
態
度
に
対
し
て
は
、
学
界

お
よ
び
法
曹
界
な
ど
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
反
対
意
見
を
総
合
要
約
す
れ
ば
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
は
、
同
改
正
案
は
現
実
と
の
間
に
あ
ま
り
大
き
な
ず

れ
が
あ
り
、
た
と
え
そ
れ
が
国
会
を
通
過
し
て
も
法
と
し
て
の
規
範
力
を

も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
り
、
ま
た
ひ
と
つ
は
、
家
族

法
の
改
正
作
業
は
時
期
的
に
み
て
適
当
で
な
い
、
な
ぜ
な
ら
韓
国
は
今
、

経
済
立
法
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る
最
中
で
あ
り
、
こ
の
事
情
を
顧
み
る
こ

と
な
く
無
理
に
通
過
さ
せ
れ
ば
結
局
拙
速
立
法
と
な
る
と
い
う
見
解
で
あ

一
〇
七



韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

る
。
、

　
こ
の
よ
う
な
反
対
意
見
は
、
同
改
正
案
の
国
会
通
過
防
止
の
た
め
の
大

き
な
牽
制
理
論
と
し
て
作
用
し
た
。
し
か
し
同
改
正
案
の
通
過
を
挫
折
さ

せ
た
よ
り
具
体
的
な
要
因
は
、
こ
の
改
正
案
の
国
会
提
出
前
後
に
起
き
た

次
の
よ
う
な
一
連
の
事
件
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　
ま
ず
そ
の
ひ
と
つ
は
、
家
族
法
改
正
阻
止
汎
国
民
協
議
会
の
反
対
請
願

で
あ
る
。
こ
の
協
議
会
は
「
民
法
中
改
正
法
律
案
（
家
族
法
）
に
対
す
る

反
対
理
由
」
を
通
じ
て
、
「
…
…
本
会
が
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

醇
風
美
俗
を
伝
統
理
論
と
し
て
探
り
出
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
現
代
倫
理
観

と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
は
、
改
正
で
は
な
く
改
悪
で
あ
る
と
判
断
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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現
行
民
法
中
伝
来
の
制
度
存
続
」
を
主
張
し
な
が
ら
、
同
改
正
案
に
対
し

て
正
面
か
ら
反
対
し
た
。

　
ま
た
同
協
議
会
は
、
こ
の
反
対
理
由
を
う
ら
づ
け
る
内
容
と
し
て
、
①

女
性
た
ち
が
男
女
平
等
論
だ
け
を
掲
げ
、
真
の
家
庭
の
理
想
像
を
忘
却
し

て
い
る
、
②
真
正
な
韓
国
的
伝
統
理
論
を
度
外
視
し
た
、
③
西
欧
の
頽
廃

的
核
的
風
潮
に
盲
従
し
、
頽
廃
汚
染
を
促
す
結
果
を
招
来
す
る
、
④
南
北

韓
の
共
通
分
母
で
あ
る
家
族
制
度
を
否
認
す
る
結
果
、
韓
国
が
処
し
て
い

る
現
実
を
忘
却
し
て
い
る
、
⑤
観
念
的
男
女
平
等
の
理
想
だ
け
を
追
求
し

た
結
果
、
民
族
観
と
主
体
意
識
を
喪
失
し
て
い
る
、
⑥
外
国
法
特
に
日
本

法
を
模
倣
し
た
拙
速
な
改
正
案
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
促
進
会
の
改
正
案
の
核
心
に
該
当
す
る
二
一
箇
条
を

一
〇
八

取
り
上
げ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
そ
の
反
対
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
一
二

箇
条
は
、
親
族
範
囲
の
調
整
問
題
、
同
姓
同
本
不
婚
制
度
の
廃
止
、
夫
婦

同
居
場
所
と
夫
婦
の
入
籍
規
定
の
削
除
お
よ
び
入
夫
制
度
の
廃
止
、
所
有

不
分
明
財
産
に
対
す
る
夫
婦
共
有
推
定
、
協
議
離
婚
制
度
の
合
理
化
、
離

婚
配
偶
者
の
財
産
分
与
請
求
権
新
設
、
嫡
母
庶
子
関
係
と
継
母
子
関
係
の

是
正
、
養
子
制
度
の
是
正
、
戸
主
制
度
の
廃
止
、
父
母
の
親
権
共
同
行
使
、

相
続
制
度
の
合
理
化
、
遺
留
分
制
度
の
新
設
等
の
諸
問
題
で
あ
り
、
か
れ

ら
は
こ
れ
ら
条
項
の
改
正
に
す
べ
て
反
対
し
、
現
行
法
の
維
持
を
希
望
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
汎
女
性
・
家
族
法
改
正
促
進
会
の
改
正
案
の
通
過
阻
止
に
作
用
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

う
ひ
と
つ
の
勢
力
は
儒
林
で
あ
る
。
同
改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

後
に
は
、
儒
道
会
ソ
ウ
ル
特
別
市
本
部
委
員
長
の
反
対
請
願
が
国
会
に
提

出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
同
改
正
案
に
対
す
る
儒
林
の
反
対
は
極
端
な
も

の
で
あ
っ
た
。

　
韓
国
家
族
法
上
の
伝
統
的
諸
規
定
は
、
あ
る
面
で
み
な
儒
教
的
な
も
の

で
あ
り
、
実
際
、
汎
女
性
家
族
法
改
正
促
進
会
は
こ
の
儒
教
的
諸
規
定
を

廃
止
な
い
L
は
改
正
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
法
案
の
通
過
い

か
ん
は
韓
国
儒
林
の
死
活
に
つ
な
が
る
問
題
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か

っ
た
。
同
法
案
が
通
過
す
れ
ば
、
か
れ
ら
の
寄
っ
て
立
つ
基
盤
が
な
く
な

る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
法
案
に
対
す
る
反
対
の
極
端
さ
も
こ
の
点
で
は
理

解
さ
れ
よ
う
。



　
同
法
案
の
成
立
阻
止
に
作
用
し
た
要
因
の
第
三
の
も
の
は
、
立
法
権
を

有
す
る
国
会
議
員
の
保
守
的
性
向
と
、
か
れ
ら
が
同
法
案
に
対
し
て
意
識

的
に
そ
っ
ぽ
を
む
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
第
一
と
第
二
の
要
因
が
間

接
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
第
三
の
要
因
は
直
接
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　
家
族
法
改
正
に
関
す
る
男
性
国
会
議
員
の
一
般
的
性
向
は
は
な
は
だ
し

く
保
守
的
で
あ
り
、
ま
た
同
法
案
が
女
性
議
員
を
中
心
と
し
て
提
出
さ
れ

た
と
い
う
点
か
ら
み
て
反
感
を
持
つ
面
も
少
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ

た
。
そ
の
上
、
儒
教
的
保
守
的
地
方
勢
力
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
大

部
分
の
議
員
た
ち
が
同
法
案
に
賛
成
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
次
の
選
挙
の
結

果
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
も
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
厄
介
な
こ
の

改
正
作
業
に
対
し
、
意
識
的
に
そ
っ
ぽ
を
む
く
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。

㊨
、
同
法
案
の
功
績

　
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
改
正
案
は
結
局
廃
棄
さ
れ
、
こ
れ
に
か
わ
る
国

会
案
が
で
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
促
進
会
の
法
案
は
、
同
法
案
通
過
の

た
め
に
尽
さ
れ
た
そ
の
聞
の
一
連
の
努
力
と
と
も
に
韓
国
社
会
お
よ
び
韓

国
法
に
対
し
て
少
な
か
ら
ぬ
功
績
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
そ
の
功
績
と
し
て
お
よ
そ
次
の
三
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。
ひ
と
つ
は
韓
国
家
族
法
上
の
後
進
的
非
民
主
的
諸
規
定
を
体
系

的
に
す
べ
て
あ
ば
き
出
し
、
こ
れ
を
民
主
的
先
進
立
法
と
全
面
的
に
比
較

検
討
す
る
契
機
を
つ
く
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ふ
た
つ
は
全
国
民
を
相

手
に
し
た
講
演
、
講
義
、
説
得
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
の
面
で
国
民
を
啓
蒙
し

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
最
後
は
、
権
利
意
識
の
低
い
韓
国
女
性
自
身
の
た

め
、
特
に
大
き
な
覚
醒
剤
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

五
、
改
正
法
の
成
立
と
内
容

e
、
成
　
立

　
上
述
の
よ
う
に
、
こ
の
改
正
法
案
は
、
汎
女
性
・
家
族
法
改
正
促
進
会

の
改
正
案
を
原
案
と
し
て
審
議
す
る
中
で
、
こ
れ
を
全
面
廃
棄
さ
せ
て
民

法
中
改
正
法
律
代
案
と
し
て
、
一
九
七
七
年
一
二
月
一
六
日
付
で
国
会
法

制
司
法
委
員
長
の
名
義
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
法
案
の
審
査
責
任
を
担
当
し
た
季
道
燥
委
員
は
、
法
制
委
員
会
に

お
い
て
、
こ
の
代
案
の
提
案
理
由
を
「
一
九
七
五
年
一
一
月
一
四
日
、
季

淑
鐘
議
員
外
一
九
人
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
民
法
中
改
正
法
律
代
案
は
、

戸
主
制
度
を
全
面
的
に
廃
止
し
、
同
姓
婚
等
の
禁
止
規
定
の
大
幅
縮
小
等

を
内
容
と
し
た
非
常
に
広
範
囲
な
改
正
趣
旨
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

理
念
的
背
景
は
、
夫
婦
中
心
の
核
家
族
制
度
を
基
本
と
し
た
親
族
相
続
全

般
に
わ
た
っ
た
大
々
的
改
正
作
業
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
改
正
案
は
、
わ
が
国
伝
来
の
倫
理
観
と
家
族
理
念
に
照
し
て
み
る
と
き
、

現
在
の
時
点
で
は
改
正
案
を
そ
の
ま
ま
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
結
論
を
得
て
、
こ
れ
を
廃
棄
し
、
そ
の
か
わ
り
に
改
正
案
中
女
権
の
伸

韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
九



韓
国
家
族
法
の
　
部
改
正
に
つ
い
て

張
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
部
分
だ
け
を
選
択
し
て
、
該
当
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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を
改
正
し
よ
う
と
い
う
次
第
で
あ
り
ま
す
」
と
報
告
し
た
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
法
案
提
案
理
由
に
関
す
る
季
委
員
の
こ
の
説
明
を
通
じ

て
、
今
度
の
改
正
法
が
非
常
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
の
改
正
だ
け
を
意

図
し
た
と
い
う
事
実
と
、
女
性
団
体
の
改
正
案
が
た
と
え
全
面
廃
棄
さ
れ

た
と
は
い
っ
て
も
内
容
的
に
は
決
し
て
皆
拒
否
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
範
囲
が
極
端
に
縮
小
し
た
ま
ま
法
と
し
て
成
立
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う

事
実
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
に
か
く
、
こ
の
法
案
が
提
議
さ
れ
て
国
会
司
法
委
員
会
が
法
案
を
審

議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
法
案
成
立
に
賛
成
す
る
与
党
議
員
と
こ
れ
に

反
対
す
る
野
党
議
員
の
あ
い
だ
で
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
与
党
議
員
は
、

こ
の
法
案
の
提
案
理
由
ど
お
り
、
一
部
で
あ
っ
て
も
こ
の
機
会
に
家
族
法

を
改
正
し
よ
う
と
し
た
が
、
野
党
議
員
は
、
こ
の
法
案
は
「
女
性
議
員
が

主
動
力
に
な
っ
て
発
議
し
た
改
正
案
と
は
異
っ
て
充
分
な
審
議
に
価
い
す

る
内
容
で
も
あ
り
、
ま
た
修
正
如
何
に
よ
っ
て
は
韓
国
固
有
の
美
風
と
美

徳
を
保
ち
な
が
ら
新
し
い
時
代
感
覚
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
代
案
で
あ

る
」
と
し
て
、
一
応
賛
成
し
た
よ
う
に
み
え
た
が
、
「
国
民
与
論
も
十
分

に
聴
く
時
間
的
余
裕
が
な
い
故
、
そ
の
内
容
を
慎
重
に
審
議
し
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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拙
速
審
議
と
い
う
非
諺
を
免
が
れ
な
く
」
な
る
と
い
う
点
か
ら
、
延
期
論

を
掲
げ
て
反
対
し
た
。

　
し
か
し
結
果
的
に
は
、
原
案
に
対
す
る
審
議
が
比
較
的
充
分
で
あ
っ
た

一
〇

と
み
て
こ
の
法
案
の
審
議
は
簡
単
に
な
さ
れ
、
表
決
通
過
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
表
決
の
結
果
は
、
在
席
一
五
、
賛
成
九
、
反
対
五
で
原
案
ど
お
り

可
決
せ
ら
れ
（
一
九
七
七
年
一
二
月
一
六
日
付
）
、
政
府
に
よ
っ
て
一
九

七
七
年
一
二
月
三
一
日
、
法
律
第
三
〇
五
一
号
「
民
法
中
改
正
法
律
」
と

い
う
名
称
で
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

◎
、
内
　
容

　
今
般
の
改
正
条
項
数
は
本
文
一
三
箇
条
と
附
則
六
箇
条
の
合
計
一
九
箇

条
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
新
設
条
文
は
遺
留
分
に
関
す
る
七
箇
条
と
成
年
擬

制
制
度
一
箇
条
で
あ
る
。

　
ま
ず
全
体
的
に
み
て
、
こ
の
代
案
の
提
案
目
的
が
、
原
案
中
「
女
権
の

伸
張
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
部
分
だ
け
を
選
択
し
て
」
現
行
家
族

法
の
内
容
に
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
改
正

で
き
た
内
容
を
み
れ
ば
、
女
権
の
伸
張
と
直
接
的
に
関
係
が
な
い
条
項
も

い
く
ら
か
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
意
を
要
す
る
婚
姻
年
齢
の
引

き
下
げ
、
婚
姻
に
よ
る
成
年
擬
制
、
遺
留
分
に
関
す
る
諸
規
定
が
そ
れ
で

あ
る
。

　
で
は
次
に
改
正
さ
れ
た
条
項
を
ひ
と
つ
づ
つ
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。

①
　
同
意
を
要
す
る
婚
姻
年
齢
の
引
き
下
げ
（
八
O
八
条
）

こ
の
条
文
の
改
正
は
第
一
項
の
改
正
に
そ
の
お
も
な
目
的
が
あ
る
。
改



正
法
は
、
従
来
、
男
子
二
七
才
、
女
子
二
三
才
未
満
の
者
の
婚
姻
に
は
父

母
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
現
行
法
の
内
容
を
、
未
成
年
者
に
限
っ

て
同
意
を
要
す
る
も
の
と
あ
ら
た
め
た
。
こ
こ
で
の
改
正
の
基
本
精
神

は
、
同
意
権
の
行
使
は
家
の
統
制
機
能
で
あ
る
よ
り
、
む
し
ろ
子
ま
た
は

被
後
見
人
に
対
す
る
保
護
・
教
養
の
一
機
能
と
み
る
べ
き
と
い
う
点
に
あ

る
。　

八
○
八
条
は
二
項
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
一
項
の
修
正

に
よ
る
文
章
上
の
整
理
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
点

で
は
何
等
変
更
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
未
成
年
子
女
の
婚
姻
へ
の
親
族
会

の
関
与
等
も
そ
の
ま
ま
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
②
　
婚
姻
に
よ
る
成
年
擬
制
制
度
の
採
択
（
八
二
六
条
の
二
）

　
「
未
成
年
者
が
婚
姻
し
た
と
き
は
成
年
と
見
倣
す
」
と
い
う
成
年
擬
制

制
度
が
新
設
さ
れ
た
。
改
正
の
基
本
理
念
は
、
婚
姻
生
活
に
対
す
る
外
部

か
ら
の
干
渉
の
排
除
と
い
う
点
と
、
韓
国
の
法
諺
で
あ
る
「
婚
姻
を
す
れ

ば
お
と
な
に
な
る
」
と
い
う
思
想
の
実
現
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
③
　
帰
属
不
明
財
産
に
対
す
る
夫
婦
共
有
推
定
（
八
三
〇
条
二
項
）

　
現
行
法
の
「
夫
所
有
推
定
」
を
「
夫
婦
共
有
推
定
」
に
変
更
し
た
の
を

そ
の
内
容
と
す
る
。
韓
国
で
は
今
も
財
産
分
与
制
度
と
離
婚
後
の
扶
養
義

務
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
か
ら
み
て
、
経
済
的
弱
者
、
特
に

韓
国
家
族
法
の
　
部
改
正
に
つ
い
て

女
性
の
権
益
向
上
の
た
め
に
期
待
し
う
る
改
正
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
規
定
は
、
婚
姻
費
用
を
相
変
ら
ず
夫
に
負
担
さ
せ
て
い
る
八
三
三
条

の
規
定
と
は
バ
ラ
ソ
ス
が
と
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
八
三
〇
条
二

項
の
修
正
に
よ
っ
て
、
将
来
、
八
三
三
条
の
修
正
問
題
を
提
起
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
④
　
協
議
離
婚
の
要
件
の
強
化
（
八
三
六
条
一
項
）

　
届
一
本
に
よ
っ
て
離
婚
を
成
立
さ
せ
て
い
る
現
行
法
に
、
「
当
事
者
が

家
庭
法
院
に
出
頭
し
、
確
認
を
得
て
」
と
い
う
要
件
を
挿
入
し
て
協
議
離

婚
の
要
件
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
裁
判
離
婚
と
比
べ
て
協
議
離

婚
の
比
率
が
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
す
と
い
う
韓
国
の
実
情
に
も
と
づ
い

て
、
離
婚
を
慎
重
に
さ
せ
、
ま
た
こ
れ
を
通
じ
て
女
性
の
権
益
を
保
護
し

よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
お
も
な
目
的
が
あ
る
。

　
し
か
し
今
も
軽
卒
な
離
婚
防
止
の
た
め
の
努
力
が
全
く
欠
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
行
戸
籍
法
七
九
条
の
二
は
、
「
協
議
離
婚

届
は
そ
の
書
面
の
真
の
成
立
い
か
ん
を
確
認
し
た
の
ち
受
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
、
真
正
な
離
婚
意
思
把
握
の
た
め
、
戸
籍
公
務

員
に
対
し
て
実
質
的
審
査
権
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
改
正
法

は
、
こ
の
権
限
は
離
婚
問
題
の
性
質
上
、
法
官
に
与
え
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一
一



韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
⑤
　
親
権
の
共
同
行
使
（
九
〇
九
条
一
、
二
項
）

　
こ
こ
で
の
改
正
の
核
心
は
二
つ
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
父
に
親
権
の
一
次

的
行
使
権
を
認
め
て
き
た
現
行
法
の
内
容
を
父
母
共
同
行
使
に
変
え
た
こ

と
、
ま
た
ひ
と
つ
は
親
権
行
使
の
要
件
を
、
「
同
一
家
籍
内
の
父
母
で
あ

る
こ
と
を
要
す
る
」
と
い
う
現
行
法
の
内
容
か
ら
、
家
籍
の
異
同
に
か
か

わ
ら
ず
行
使
さ
れ
る
も
の
と
変
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
改
正
は
女
権
向
上
の
た
め
一
歩
前
進
し
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
同
条
一
項
但
書
で
は
、
「
父
母
の
意
思
が
一
致
し
な
い
と
き

は
父
が
行
使
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的
な
面
か
ら
み
れ

ば
依
然
と
し
て
父
権
優
越
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
父
権
優
越
は
、
せ
っ
か
く
成
立
さ
せ
た
親
権
共
同
行
使
制
度
の
意

義
を
た
し
か
に
半
減
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
が
、
父
権
優
越
思
想
は
、

韓
国
の
現
状
で
は
、
そ
れ
と
し
て
の
現
実
的
必
要
性
に
よ
っ
て
捨
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら

七
一
年
に
か
け
て
行
っ
た
筆
者
の
小
規
模
の
調
査
で
あ
る
「
男
女
平
等
に

関
す
る
法
意
識
の
実
態
調
査
の
内
容
を
み
れ
ぽ
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
（
10
）

で
き
る
。
〈
表
1
V
は
、
「
結
婚
生
活
中
、
夫
婦
の
意
思
が
は
な
は
だ
し
く

一
致
し
な
い
と
ぎ
は
ど
ち
ら
の
意
思
に
従
う
べ
き
か
」
と
い
う
設
問
に
対

す
る
答
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
韓
国
の
現
状
で
は
、
夫
の
意
思
が
い
か
に
君
臨
的
で

あ
る
か
と
い
う
事
実
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
事
実
の
た
め
、
結

〈表1＞　婚姻生活首長観

一
二

明不
わからな
い

なみ方
棄

両
放

に
求

者
を

三
衷
る

第
折
め

妻の意思夫の意思

0．75．93．035．20．354．9男
％

0．79．94．627．84．252．8女
％

局
九
〇
九
条
一
項
但
書
も
つ
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
㈲
　
特
別
受
益
者
の
相
続
分
の
調
整

　
　
（
一
〇
〇
八
条
）

　
共
同
相
続
人
中
の
ひ
と
り
の
受
贈
財
産

が
自
己
の
相
続
分
を
超
過
す
る
と
き
は
、

そ
の
超
過
分
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
現
行
一
〇
〇
八

条
但
書
で
は
そ
の
超
過
分
の
返
還
は
不
必

要
で
あ
る
と
明
文
で
示
し
て
き
た
が
、
改

正
法
は
そ
の
但
書
規
定
を
削
除
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
共
同
相
続
人
間
の
平
等
を
期
し

た
の
で
あ
る
。

　
ω
　
法
定
相
続
分
の
調
整
（
一
〇
〇
九

　
　
条
一
、
三
項
）

　
現
行
法
の
一
〇
〇
九
条
一
項
と
三
項
が

改
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
は
二

つ
の
点
で
女
性
の
地
位
を
向
上
さ
せ
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
男
子
に
対
す
る
女
子
の
相



続
分
の
平
等
化
（
一
項
）
で
あ
り
、
ま
た
ひ
と
つ
は
妻
の
相
続
分
の
拡
大

で
あ
る
（
三
項
）
。
具
体
的
に
み
れ
ば
、
一
項
は
男
子
の
相
続
分
の
二
分
の

一
で
あ
る
女
子
の
相
続
分
を
均
分
に
引
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
、
三
項
は
、

「
妻
の
相
続
分
は
、
直
系
卑
属
と
共
同
相
続
す
る
と
き
は
、
男
子
の
相
続

分
の
二
分
の
一
、
直
系
尊
属
と
共
同
相
続
す
る
と
き
は
、
男
子
の
相
続
分

と
均
分
で
あ
る
」
と
い
う
現
行
法
の
内
容
を
、
「
直
系
卑
属
と
共
同
相
続

す
る
と
き
は
、
同
一
家
籍
内
の
直
系
卑
属
の
相
続
分
に
五
割
を
加
算
し
、

直
系
尊
属
と
共
同
相
続
す
る
と
き
は
、
直
系
尊
属
の
相
続
分
に
五
割
を
加

算
す
る
」
こ
と
に
改
正
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
改
正
法
は
こ
の
よ
う
に
女
子
の
相
続
分
を
引
き
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、

L
か
し
同
じ
女
子
で
あ
っ
て
も
結
婚
し
た
娘
の
相
続
分
に
関
し
て
は
依
然

と
し
て
、
男
子
の
相
続
分
の
四
分
の
一
、
と
い
う
現
行
法
の
内
容
が
そ
の

ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
未
婚
女
子
と
妻
の
相
続
分
が
増

加
し
た
結
果
、
結
婚
し
た
娘
の
相
続
分
は
む
し
ろ
相
対
的
に
引
き
下
げ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
出
嫁
外
人
」
と
い
う
伝
来
の
思
想
の
強
い
あ
ら

わ
れ
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
一
〇
〇
九
条
の
改
正
は
今
般
の
改
正
法
中
、
女
性
の
地
位

向
上
の
た
め
の
も
っ
と
も
中
心
的
な
も
の
で
あ
る
。
向
上
せ
ら
れ
た
こ
の

財
産
法
上
の
利
益
を
通
じ
て
、
韓
国
女
性
の
地
位
は
実
質
的
に
向
上
す
る

こ
と
は
疑
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
ひ
と
つ
杷
憂
と
さ
れ
る
点
は
、
せ
っ
か
く
の
こ
の
改
正
内
容
が

韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
表
2
V
　
未
婚
女
子
の
相
続
分
観
　
　
〈
表
3
〉
　
既
婚
女
子
の
相
続
分
観

適
当
で
あ
る

多

㌧・

同
じ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

や
る
必
要
な
し

わ
か
ら
な
い

不
　
明

聖
女％

58．612．213．210．25．50．3

60．210．617．37．44．20．4

適
当
で
あ
る

多

し・

少
な
い

同
じ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

や
る
必
要
な
し

わ
か
ら
な
い

不
　
明

男％

女％

45．7

53．5

8．2

7．0

2．65．333．6

2．18．525．7

4．3

2．8

0．3

0．4

国
民
に
よ
っ
て
実
際
ど
の
程
度
実
践
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
女

子
の
相
続
分
が
男
子
の
そ
れ
の
半
分
で
あ
る
現
行
法
の
内
容
に
関
す
る
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

者
の
実
体
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
法
意
識
は
〈
表
2
〉
の
よ
う

に
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
結
婚
し
た
娘
の
相
続
分
（
男
子
の
四
分
の
一
）
に
対

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

す
る
意
識
は
〈
表
3
〉
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
あ
ら
わ

れ
た
結
果
を
改
正
法
の
内
容
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、
一
〇
〇
九
条
の
改

一
一
三



韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

正
は
韓
国
人
の
法
意
識
か
ら
は
る
か
に
前
進
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
、
法
と
実
際
と
の
間
の
ず
れ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
填
補
す
る
か
と
い
う
間
題
が
こ
の
法
の
施
行
に
お
け

る
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
⑧
　
遺
留
分
制
度
の
採
用

改
正
法
で
は
こ
れ
に
関
し
て
七
箇
条
が
設
け
ら
れ
た
。
遺
留
分
の
権
利

者
と
遺
留
分
（
二
一
二
条
）
、
遺
留
分
の
算
定
（
一
一
二
二
条
）
、
算
入

す
べ
き
贈
与
（
一
一
一
四
条
）
、
遺
留
分
の
保
全
（
一
一
一
五
条
）
、
返
還

の
順
序
（
一
一
一
六
条
）
、
消
滅
時
効
（
一
二
七
条
）
、
準
用
規
定
（
一

一
一
八
条
）
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
法
の
内
容
は
目
本
法
と
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
具
体
的
説
明
は
省
略
す
る
。

　
し
か
し
、
遺
留
分
制
度
自
体
の
採
用
い
か
ん
に
関
し
て
は
、
賛
否
二
つ

の
立
場
が
明
ら
か
に
対
立
し
て
い
る
。
賛
成
す
る
立
場
の
基
本
的
理
由

は
、
こ
の
制
度
の
採
用
は
韓
国
社
会
の
不
充
分
な
社
会
保
障
制
度
を
カ
バ

ー
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
、
否
定
的
立

場
は
次
の
よ
う
な
三
つ
の
理
由
に
立
脚
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
今
、
韓

国
社
会
の
現
実
か
ら
み
て
、
被
相
続
人
が
家
族
の
基
本
的
生
計
に
影
響
を

お
よ
ぽ
す
程
度
の
非
常
識
な
財
産
処
分
を
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
点
、
二
つ
は
、
経
済
成
長
に
し
た
が
っ
て
財
閥
二
世
を
庇
護
す
る
結
果

を
ま
ね
く
可
能
性
が
多
い
と
い
う
点
、
三
つ
は
、
相
続
税
の
税
源
補
充
の

一
一
四

た
め
に
悪
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

六
、
む
　
す
　
び

　
今
度
の
一
部
改
正
法
は
、
①
現
行
家
族
法
の
基
本
構
造
で
あ
る
父
系
、

父
権
主
義
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
な
が
ら
、
②
男
女
平
等
化
の
た
め
必
ず
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
若
干
の
規
定
を
改
正
ま
た
は
新
設
し
た
わ
け
で
あ

る
。　

し
か
し
改
正
さ
れ
た
内
容
を
ほ
か
の
角
度
か
ら
分
析
し
て
み
れ
ば
、
韓

国
現
行
家
族
法
上
、
財
産
的
色
彩
が
強
い
身
分
関
係
に
お
い
て
は
い
く
ら

か
改
正
さ
れ
た
も
の
の
、
純
枠
な
身
分
関
係
に
関
し
て
は
全
く
改
正
さ
れ

な
か
っ
た
し
、
ま
た
改
正
し
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
改
正
さ
れ
た
条
項
中
、
「
帰
属
不
明
財
産
の
夫
婦
共
有
」
、
「
特
別
受

益
者
の
相
続
分
の
調
整
」
、
「
法
定
相
続
分
の
調
整
」
、
「
遺
留
分
制
度
の
採

用
」
等
は
い
ず
れ
も
前
者
に
あ
た
る
身
分
関
係
で
あ
り
、
「
親
族
範
囲
の

調
整
」
、
「
戸
主
制
度
の
全
面
廃
止
」
、
「
同
姓
同
本
問
の
婚
姻
禁
止
の
廃

止
」
、
「
家
の
た
め
の
養
子
制
度
の
廃
止
」
、
「
養
子
の
姓
規
定
の
新
設
」
等

は
皆
後
者
に
属
す
る
身
分
関
係
で
あ
る
。

　
純
粋
な
身
分
関
係
に
関
し
て
全
面
的
に
改
正
を
拒
否
す
る
韓
国
国
民
の

態
度
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
去
年
の
末
、
韓
国
立
法
部
が
「
婚
姻
に
関
す
る

　
　
（
1
3
）

特
例
法
」
を
あ
え
て
時
限
的
法
律
の
形
式
で
通
過
さ
せ
た
と
い
う
事
実
か

ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。



〈
表
4
〉
　
帰
属
不
明
財
産
に
対
す

　
　
　
　
（
14
）

　
　
　
る
意
識

夫
の
も
の

妻
の
も
の

生
活
負
担
者
の
も

の夫
婦
共
有

ど
う
で
も
よ
い

不
　
明

男％

女％

31．31．011．252．3

25．02．18．859．9

3．9

4．2

0．3

〈
表
5
〉

　
　
　
　
（
1
5
）

夫
家
入
籍
意
識

当
　
然

妻
家
入
籍
も
可

わ
か
ら
な
い

不
　
明

男％

女％

83．610．95．6

78．916．24．20．4

　
こ
の
よ
う
に
財
産
的
色
彩
が
強
い
身
分
関
係
に
偏
重
し
た
改
革
、
あ
る

い
は
漸
進
的
改
革
を
し
た
の
は
一
体
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
ひ
と
つ
は
、
韓
国
国
民
の
法
意
識
が
、
父
系
血
縁
問
題
に
関
す
る
か
ぎ

り
、
非
常
に
保
守
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
比
較

的
財
産
的
色
彩
の
強
い
身
分
関
係
に
あ
ら
わ
れ
た
〈
表
4
〉
の
意
識
の
結

果
と
、
純
粋
な
身
分
関
係
に
あ
ら
わ
れ
た
〈
表
5
〉
の
そ
れ
と
を
比
較
し

て
み
れ
ば
た
だ
ち
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
ま
た
ひ
と
つ
は
、
今
の
韓
国
の
社
会
的
経
済
的
構
造
に
、
い
く
ら
か
現

行
法
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
た
い
と
い
う
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
韓
国
も

今
、
小
家
族
的
生
活
様
式
、
す
な
わ
ち
ア
パ
ー
ト
生
活
や
実
質
的
分
家
等

が
進
ん
で
お
り
、
経
済
生
活
も
日
に
日
に
向
上
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

社
会
保
障
制
度
は
ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
現
実
に
お
い

て
、
大
家
族
制
度
は
社
会
保
障
の
一
機
能
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
情
か
ら
み
て
、
今
般
の
改
正
法
は
精
一
杯
の
改
正
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
れ
と
て
ら
し
て
み
る
と
き
、
近
い
時
目

内
で
の
家
族
法
再
改
正
は
期
待
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

と
に
か
く
、
今
度
の
改
正
は
、
範
囲
に
お
い
て
不
満
足
、
条
文
間
に
お
い

て
若
干
の
不
均
衡
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
み
て
韓
国
社
会
の
民

主
化
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
こ
の
要
約
に
あ
た
っ
て
は
、
金
客
漢
教
授
の
「
改
稿
親
族
相
続

法
」
（
一
九
六
四
、
博
英
社
、
ソ
ウ
ル
）
二
七
ー
九
頁
を
お
も
に

参
照
し
た
。

　
こ
の
資
料
は
七
二
頁
に
わ
た
る
比
較
的
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
を
み
れ
ば
、
は
じ
め
に
改
正
に
関
す
る
「
主
要
骨
子
」

を
掲
げ
、
次
に
逐
条
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
季
議
員
は
、
女
性
団
体
協
議
会
と
汎
女
性
・
家
族
法
促
進
会
の

一
一
五



（
4
）

（（65
））

（
7
）

（
6
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

韓
国
家
族
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

会
長
で
あ
っ
た
。

　
お
も
な
批
判
は
、
男
子
に
対
す
る
女
子
の
関
係
が
、
季
朝
時
代

ま
で
は
差
等
関
係
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
の
ち
本
来
の
意
味
を
な
く

し
て
隷
属
関
係
に
陥
っ
た
と
い
う
見
方
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。

　
「
同
反
対
理
由
」
一
頁

　
儒
教
を
信
奉
す
る
一
種
の
宗
教
的
団
体
で
あ
り
、
地
方
に
よ
っ

て
は
い
ま
も
な
お
大
き
な
勢
力
を
有
し
、
全
国
的
に
組
織
さ
れ
た

圧
力
団
体
で
あ
る
。

　
こ
の
資
料
は
遺
憾
に
も
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
入
手
し
次
第
、

改
稿
の
機
会
に
追
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
第
九
八
回
国
会
法
制
司
法
委
員
会
会
議
録
第
二
八
号
」
（
大
韓

民
国
国
会
事
務
所
、
ソ
ウ
ル
）
四
頁

　
前
掲
会
議
録
六
頁

　
拙
稿
「
男
女
平
等
に
関
す
る
法
意
識
の
実
態
調
査
研
究
ー
婚

姻
締
結
と
婚
姻
生
活
の
自
由
を
中
心
に
ー
」
（
「
高
大
文
化
」
一

九
七
二
、
高
麗
大
学
校
総
学
生
会
、
ソ
ウ
ル
）
二
二
頁
。

　
拙
稿
「
韓
国
に
お
け
る
男
女
平
等
に
対
す
る
実
態
調
査
研
究

i
財
産
相
続
に
お
け
る
女
性
の
従
属
的
地
位
を
中
心
に
ー
」

（
「
法
律
行
政
論
集
」
第
一
一
輯
、
　
一
九
七
三
、
高
麗
大
学
校
法
科

大
学
、
ソ
ウ
ル
）
　
一
八
五
ー
六
頁

（
12
）

（
1
3
）

（14
）

（
1
5
）

一
六

　
拙
稿
同
一
九
一
－
二
頁

　
こ
の
特
例
法
は
、
家
族
法
改
正
案
と
お
な
じ
日
に
通
過
せ
ら
れ
、

法
公
布
（
法
律
三
〇
五
二
号
）
の
日
で
あ
る
一
九
七
七
年
一
二
月

三
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
そ
の
内
容
の
核
心
を
み
れ

ば
、
①
こ
の
法
は
お
も
に
同
姓
同
本
禁
婚
規
定
に
違
反
し
て
婚
姻

し
た
当
事
者
お
よ
び
そ
の
子
供
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

（
同
法
一
、
二
条
）
、
②
こ
の
当
事
者
が
一
九
七
八
年
二
一
月
三
一

日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
す
れ
ば
法
律
婚
と
し
て
受
理
す
る
わ
け

で
あ
る
が
（
同
法
三
、
四
条
お
よ
び
附
則
二
条
）
、
③
し
か
し
そ
れ

以
後
は
再
び
禁
婚
す
る
（
附
則
二
条
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
前
掲
、
「
男
女
平
等
に
関
す
る
法
意
識
の
実
態
調
査
研
究
」
　
一

六
頁

　
こ
の
表
の
結
果
に
対
す
る
設
問
は
、
「
結
婚
を
し
た
ら
女
子
は

男
子
の
戸
籍
に
入
籍
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

を
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
拙
稿
「
男
女
平
等

に
関
す
る
法
意
識
の
実
態
調
査
研
究
（
二
）
ー
お
も
に
父
系
血
縁

意
識
と
女
性
の
従
属
的
地
位
を
中
心
に
ー
」
（
「
亜
細
亜
女
性
研

究
」
第
一
一
輯
、
一
九
七
二
、
淑
明
女
子
大
学
校
、
ソ
ウ
ル
）
五
〇
頁

　
（
筆
者
　
高
麗
大
学
教
授
、
昭
和
五
二
年
度
　
早
稲
田
大
学
と

　
　
　
　
　
高
麗
大
学
と
の
交
換
研
究
員
》


